
(57)【要約】

【課題】粘膜下層剥離術を行う際に、鋏型の高周波電極

の先端部分に触れる筋層等を高周波焼灼する恐れのない

安全性の高い内視鏡用鋏型高周波切開具を提供すること

。

【解決手段】内視鏡の処置具案内管に挿脱されるシース

１，２の先端に、前方に向かって開閉する導電金属製の

一対の高周波電極６Ａ，６Ｂが設けられた内視鏡用鋏型

高周波切開具において、一対の高周波電極６Ａ，６Ｂの

各々の対向面のみに導電金属６ｃＡ，６ｃＢを露出させ

て他の部分の表面を電気絶縁１０すると共に、一対の高

周波電極６Ａ，６Ｂのうち一方の高周波電極６Ａの最先

端部分から他方の高周波電極６Ｂの先端領域６ａＢの前

方位置に突出する絶縁突起６ｘ，６ｘＡ，６ｘＢを設け

た。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 の 処 置 具 案 内 管 に 挿 脱 さ れ る シ ー ス の 先 端 に 、 前 方 に 向 か っ て 開 閉 す る 導 電 金 属
製 の 一 対 の 高 周 波 電 極 が 設 け ら れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、
　 前 記 一 対 の 高 周 波 電 極 の 各 々 の 対 向 面 の み に 前 記 導 電 金 属 を 露 出 さ せ て 他 の 部 分 の 表 面
を 電 気 絶 縁 す る と 共 に 、 前 記 一 対 の 高 周 波 電 極 の う ち 一 方 の 高 周 波 電 極 の 最 先 端 部 分 か ら
他 方 の 高 周 波 電 極 の 先 端 領 域 の 前 方 位 置 に 突 出 す る 絶 縁 突 起 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内
視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、 前 記 一 対 の 高 周 波 電 極 が 閉
じ た 状 態 を 前 方 か ら み た と き 、 前 記 他 方 の 高 周 波 電 極 の 導 電 金 属 露 出 面 が 前 記 絶 縁 突 起 の
背 後 に 隠 れ る 状 態 に 位 置 し て い る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、 前 記 絶 縁 突 起 が 、 側
方 か ら 見 た と き 前 記 一 方 の 高 周 波 電 極 の 長 手 方 向 に 対 し て 略 垂 直 方 向 に 突 出 す る 形 状 に 形
成 さ れ て い る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、 前 記 絶 縁 突 起 が 、 側
方 か ら 見 た と き 前 方 に 向 か っ て 凸 の 略 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具
。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ の 何 れ か に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、 前 記 一 方 の
高 周 波 電 極 の 前 記 絶 縁 突 起 部 分 付 近 が 、 そ れ よ り 後 方 部 分 の 幅 よ り 幅 広 に 形 成 さ れ て い る
内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、 前 記 他 方 の 高 周 波 電 極 の 先
端 領 域 付 近 も 、 そ れ よ り 後 方 部 分 の 幅 よ り 幅 広 に 形 成 さ れ て い る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開
具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、 前 記 絶 縁 突 起 が 略 球 状 に 形
成 さ れ て い る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、 前 記 他 方 の 高 周 波 電
極 の 導 電 金 属 露 出 面 の 先 端 付 近 が 、 先 側 ほ ど 前 記 一 方 の 高 周 波 電 極 か ら 遠 ざ か る カ ー ブ 状
に 形 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 一 方 の 高 周 波 電 極 の 導 電 金 属 露 出 面 の 先 端 付 近 が 前 記 他 方 の 高
周 波 電 極 の 導 電 金 属 露 出 面 に 沿 う カ ー ブ 状 に 形 成 さ れ て 、 そ の カ ー ブ に 沿 う カ ー ブ 状 に 前
記 絶 縁 突 起 が 突 出 形 成 さ れ て い る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら ７ の 何 れ か に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、 前 記 絶 縁 突
起 が 、 前 記 一 方 の 高 周 波 電 極 と 前 記 他 方 の 高 周 波 電 極 の 各 々 の 最 先 端 部 分 の 異 な る 半 幅 位
置 に 各 々 形 成 さ れ て い る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ か ら ９ の 何 れ か に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、 前 記 一 対 の
高 周 波 電 極 が 閉 状 態 の と き に 互 い に 向 か い 合 う 前 記 各 高 周 波 電 極 の 対 向 位 置 に 、 一 定 の 幅
で 対 向 方 向 に 向 か っ て 突 出 す る 凸 形 の 断 面 形 状 の 直 線 状 の 電 極 刃 部 が 前 後 方 向 に 真 っ 直 ぐ
に 形 成 さ れ て 、 前 記 高 周 波 電 極 の 電 極 刃 部 の 突 端 対 向 面 の み に 前 記 導 電 金 属 面 が 露 出 し 、
前 記 高 周 波 電 極 の そ の 他 の 面 に は 全 面 に 不 活 性 材 か ら な る 電 気 絶 縁 性 コ ー テ ィ ン グ 皮 膜 が
被 覆 さ れ て い る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 処 置 具 案 内 管 路 内 に 通 し て 使 用 さ れ る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 用 高 周 波 切 開 具 と し て は 、 使 用 目 的 に よ っ て 各 種 の 形 状 の も の が あ る が 、 例 え ば
粘 膜 下 層 剥 離 術 を 行 う た め の も の と し て は 、 シ ー ス の 先 端 位 置 に 前 方 に 向 か っ て 並 列 に 並
ん で 配 置 さ れ た 一 対 の 高 周 波 電 極 を 、 シ ー ス の 後 端 側 か ら の 遠 隔 操 作 で 開 閉 す る こ と が で
き る よ う に し た 鋏 型 の 電 極 を 有 す る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 が 用 い ら れ て い る （ 例 え ば
、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 　 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ９ ９ ６ ６ ７ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 を 用 い て 粘 膜 下 層 剥 離 術 を 行 う 際 に は 、 予 め 内 視 鏡 用 高 周 波
ナ イ フ 等 で 表 面 が 切 開 さ れ た 粘 膜 の 切 開 面 に 、 図 １ ６ に 示 さ れ る よ う に 鋏 型 高 周 波 切 開 具
を 差 し 込 ん で か ら 、 鋏 型 の 一 対 の 高 周 波 電 極 ａ に 高 周 波 電 流 を 通 電 し て 、 表 面 粘 膜 と 粘 膜
下 の 筋 層 ｂ と の 間 の 筋 状 繊 維 等 を 切 開 す る 処 置 が 行 わ れ る 。 し か し 、 粘 膜 下 の 筋 層 ｂ に 触
れ る 高 周 波 電 極 ａ の 先 端 部 分 で 筋 層 ｂ が 焼 灼 さ れ て 穿 孔 し て し ま う 恐 れ が あ る 。 そ こ で 、
鋏 型 の 高 周 波 電 極 ａ の あ い 対 向 す る 面 以 外 の 部 分 に 電 気 絶 縁 性 の コ ー テ ィ ン グ 等 を 施 し て
電 気 絶 縁 す る こ と が 考 え ら れ る が 、 そ の よ う に 構 成 し て も 、 図 １ ６ に 矢 印 Ａ で 示 さ れ る よ
う に 、 高 周 波 電 極 ａ の あ い 対 向 す る 金 属 露 出 面 の 前 端 部 分 か ら 前 方 に 漏 洩 す る 高 周 波 電 流
に よ り 、 筋 層 ｂ を 焼 灼 し て 損 傷 し て し ま う 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は そ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 粘 膜 下 層 剥 離 術 を 行 う
際 に 、 鋏 型 の 高 周 波 電 極 の 先 端 部 分 に 触 れ る 筋 層 等 を 高 周 波 焼 灼 す る 恐 れ の な い 安 全 性 の
高 い 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 は 、 内 視 鏡 の 処 置 具 案 内 管 に 挿 脱 さ れ る シ ー ス の 先
端 に 、 前 方 に 向 か っ て 開 閉 す る 導 電 金 属 製 の 一 対 の 高 周 波 電 極 が 設 け ら れ た 内 視 鏡 用 鋏 型
高 周 波 切 開 具 に お い て 、 一 対 の 高 周 波 電 極 の 各 々 の 対 向 面 の み に 導 電 金 属 を 露 出 さ せ て 他
の 部 分 の 表 面 を 電 気 絶 縁 す る と 共 に 、 一 対 の 高 周 波 電 極 の う ち 一 方 の 高 周 波 電 極 の 最 先 端
部 分 か ら 他 方 の 高 周 波 電 極 の 先 端 領 域 の 前 方 位 置 に 突 出 す る 絶 縁 突 起 を 設 け た こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 一 対 の 高 周 波 電 極 が 閉 じ た 状 態 を 前 方 か ら み た と き 、 他 方 の 高 周 波 電 極 の 導 電 金
属 露 出 面 が 絶 縁 突 起 の 背 後 に 隠 れ る 状 態 に 位 置 し て い る と よ い 。 そ し て 、 絶 縁 突 起 が 、 側
方 か ら 見 た と き 一 方 の 高 周 波 電 極 の 長 手 方 向 に 対 し て 略 垂 直 方 向 に 突 出 す る 形 状 に 形 成 さ
れ て い て も よ く 、 側 方 か ら 見 た と き 前 方 に 向 か っ て 凸 の 略 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い て も よ い
。 一 方 の 高 周 波 電 極 の 絶 縁 突 起 部 分 付 近 が 、 そ れ よ り 後 方 部 分 の 幅 よ り 幅 広 に 形 成 さ れ て
い て も よ く 、 他 方 の 高 周 波 電 極 の 先 端 領 域 付 近 も 、 そ れ よ り 後 方 部 分 の 幅 よ り 幅 広 に 形 成
さ れ て い て も よ い 。 絶 縁 突 起 が 略 球 状 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 他 方 の 高 周 波 電 極 の 導 電 金 属 露 出 面 の 先 端 付 近 が 、 先 側 ほ ど 一 方 の 高 周 波 電 極 か
ら 遠 ざ か る カ ー ブ 状 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 一 方 の 高 周 波 電 極 の 導 電 金 属 露 出 面 の 先 端 付 近
が 他 方 の 高 周 波 電 極 の 導 電 金 属 露 出 面 に 沿 う カ ー ブ 状 に 形 成 さ れ て 、 そ の カ ー ブ に 沿 う カ
ー ブ 状 に 絶 縁 突 起 が 突 出 形 成 さ れ て い て も よ い 。 絶 縁 突 起 が 、 一 方 の 高 周 波 電 極 と 他 方 の
高 周 波 電 極 の 各 々 の 最 先 端 部 分 の 異 な る 半 幅 位 置 に 各 々 形 成 さ れ て い て も よ い 。 な お 、 一
対 の 高 周 波 電 極 が 閉 状 態 の と き に 互 い に 向 か い 合 う 各 高 周 波 電 極 の 対 向 位 置 に 、 一 定 の 幅
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で 対 向 方 向 に 向 か っ て 突 出 す る 凸 形 の 断 面 形 状 の 直 線 状 の 電 極 刃 部 が 前 後 方 向 に 真 っ 直 ぐ
に 形 成 さ れ て 、 高 周 波 電 極 の 電 極 刃 部 の 突 端 対 向 面 の み に 導 電 金 属 面 が 露 出 し 、 高 周 波 電
極 の そ の 他 の 面 に は 全 面 に 不 活 性 材 か ら な る 電 気 絶 縁 性 コ ー テ ィ ン グ 皮 膜 が 被 覆 さ れ て い
て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に よ れ ば 、 一 対 の 高 周 波 電 極 の 各 々 の 対 向 面 の み に
導 電 金 属 を 露 出 さ せ て 他 の 部 分 の 表 面 を 電 気 絶 縁 す る と 共 に 、 一 対 の 高 周 波 電 極 の う ち 一
方 の 高 周 波 電 極 の 最 先 端 部 分 か ら 他 方 の 高 周 波 電 極 の 先 端 領 域 の 前 方 位 置 に 突 出 す る 絶 縁
突 起 を 設 け た こ と に よ り 、 粘 膜 下 層 剥 離 術 を 行 う 際 に 、 鋏 型 の 高 周 波 電 極 の 先 端 部 分 に 触
れ る 筋 層 等 を 高 周 波 焼 灼 す る 恐 れ が な く な り 、 優 れ た 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 具 体 的 に 説 明 す る 。
　 図 １ と 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 先 端 部 分 の 側
面 断 面 図 と 斜 視 図 で あ る 。
　 １ は 、 内 視 鏡 の 処 置 具 案 内 管 に 挿 脱 自 在 な 可 撓 性 シ ー ス で あ り 、 ス テ ン レ ス 線 を 密 着 巻
き し た コ イ ル パ イ プ に よ り 形 成 さ れ て い る 。 可 撓 性 シ ー ス １ の 外 周 面 に は 、 電 気 絶 縁 性 の
可 撓 性 チ ュ ー ブ か ら な る シ ー ス 外 皮 ２ が 全 長 に 被 覆 さ れ 、 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 に 固 定 的
に 取 り 付 け ら れ た 先 端 口 金 ３ の 外 周 に シ ー ス 外 皮 ２ の 先 端 が 緊 縛 固 定 さ れ て い る 。 ４ は 、
可 撓 性 シ ー ス １ 内 に 緩 く 挿 通 さ れ た 導 電 性 の 操 作 ワ イ ヤ ー で あ り 、 可 撓 性 シ ー ス １ の 基 端
に 連 結 さ れ た 操 作 部 か ら の 操 作 に よ り 、 軸 方 向 に 進 退 さ せ る こ と が で き 、 ま た 軸 周 り に 回
転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ５ は 、 先 端 口 金 ３ に 対 し て 軸 方 向 に 移 動 す る こ と は で き な い が 、 軸 周 り に 回 転 自 在 に 先
端 口 金 ３ に 連 結 さ れ た 先 端 支 持 枠 で あ り 、 先 端 支 持 枠 ５ に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト ７ の 先 端 部
分 に 、 一 対 の 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ が 支 軸 ８ を 中 心 に 回 動 自 在 に 前 方 に 向 か っ て 開 閉 自 在
に 支 持 さ れ て い る 。 ９ は 、 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ を 開 閉 駆 動 す る た め の 公 知 の リ ン ク 機 構
で あ り 、 操 作 ワ イ ヤ ー ４ の 先 端 が リ ン ク 機 構 ９ に 連 結 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 操 作 部 に お
い て 操 作 ワ イ ヤ ー ４ を 進 退 操 作 す れ ば 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ が 支 軸 ８ を 中 心 に 開 閉 し 、 操
作 ワ イ ヤ ー ４ を 軸 周 り に 回 転 操 作 す れ ば 、 先 端 支 持 枠 ５ や 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ 等 が 一 体
と な っ て 先 端 口 金 ３ の 軸 周 り に 回 転 す る 。 ま た 、 操 作 部 側 に お い て 操 作 ワ イ ヤ ー ４ を 高 周
波 電 源 に 接 続 す る こ と に よ り 、 操 作 ワ イ ヤ ー ４ を 経 由 し て 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ に 高 周 波
電 流 を 通 電 す る こ と が で き る 。 図 １ に は 、 一 対 の 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ が 開 い た 状 態 が 示
さ れ て い る が 、 閉 じ た 状 態 も 二 点 鎖 線 で 図 示 さ れ て い る 。 な お 、 一 対 の 高 周 波 電 極 ６ Ａ ，
６ Ｂ の 開 閉 駆 動 を リ ン ク 機 構 ９ 以 外 の 機 構 で 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 各 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ に は 、 一 対 の 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ が 閉 じ ら れ た 状 態 の と き に
互 い に 向 か い 合 う 位 置 （ 対 向 位 置 ） に 、 一 定 の 幅 で 対 向 方 向 に 向 か っ て 突 出 す る 凸 形 の 断
面 形 状 の 直 線 状 の 電 極 刃 部 ６ ｂ Ａ ， ６ ｂ Ｂ が 前 後 方 向 に 真 っ 直 ぐ に 形 成 さ れ て 、 各 高 周 波
電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ の 電 極 刃 部 ６ ｂ Ａ ， ６ ｂ Ｂ の 突 端 対 向 面 の み に 金 属 面 が 露 出 し （ 導 電 金 属
露 出 面 ６ ｃ Ａ ， ６ ｃ Ｂ ） 、 各 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ の そ の 他 の 面 に は 各 々 全 面 に 一 つ な が
り に 、 例 え ば フ ッ 素 樹 脂 等 の よ う な 化 学 的 及 び 熱 的 に 安 定 性 が 大 き い い わ ゆ る 不 活 性 の 合
成 樹 脂 材 か ら な る 電 気 絶 縁 性 コ ー テ ィ ン グ 皮 膜 １ ０ が 被 覆 さ れ て い る 。 電 気 絶 縁 性 コ ー テ
ィ ン グ 皮 膜 １ ０ 部 分 は 全 図 に つ い て 砂 目 状 に 表 示 し て あ る 。 こ の よ う に し て 電 極 刃 部 ６ ｂ
Ａ ， ６ ｂ Ｂ の 導 電 金 属 露 出 面 ６ ｃ Ａ ， ６ ｃ Ｂ の み が 金 属 露 出 面 に な っ て い る こ と に よ り 、
粘 膜 剥 離 処 置 の 際 に 切 開 が 必 要 な 生 体 組 織 だ け を 安 全 に 高 周 波 切 開 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 対 の 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ の う ち 第 １ の 高 周 波 電 極 ６ Ａ の 最 先 端 部 分 に は 、 そ の 高 周
波 電 極 ６ Ａ の 先 端 領 域 ６ ａ Ａ を 電 気 絶 縁 し て さ ら に そ こ か ら 第 ２ の 高 周 波 電 極 ６ Ｂ の 先 端
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領 域 ６ ａ Ｂ の 前 方 位 置 に 突 出 す る よ う に 、 第 １ の 高 周 波 電 極 ６ Ａ の 長 手 方 向 に 対 し て 略 垂
直 方 向 に Ｌ 型 に 突 出 す る 絶 縁 突 起 ６ ｘ が 設 け ら れ て い る 。 絶 縁 突 起 ６ ｘ は 、 図 １ に 二 点 鎖
線 で 示 さ れ る よ う に 一 対 の 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ が 閉 じ た 状 態 を 前 方 （ 図 １ に お い て 左 方
） か ら 見 た と き に 、 第 １ の 高 周 波 電 極 ６ Ａ の 導 電 金 属 露 出 面 ６ ｃ Ａ だ け で な く 第 ２ の 高 周
波 電 極 ６ Ｂ の 導 電 金 属 露 出 面 ６ ｃ Ｂ が 絶 縁 突 起 ６ ｘ の 背 後 に 隠 れ る 大 き さ に 形 成 さ れ て い
て 、 絶 縁 突 起 ６ ｘ の 全 面 が 電 気 絶 縁 性 コ ー テ ィ ン グ 皮 膜 １ ０ で 被 覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ の 結 果 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 を 内 視 鏡 の 処 置 具 案 内 管 に 通 し て 粘 膜 下
層 剥 離 術 を 行 う 際 に 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 一 対 の 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ の 最 先 端 部 分
が 粘 膜 下 の 筋 層 ３ ０ に 触 れ る 状 態 で 一 対 の 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ に 高 周 波 電 流 が 通 電 さ れ
て も 、 絶 縁 突 起 ６ ｘ が 導 電 金 属 露 出 面 ６ ｃ Ａ ， ６ ｃ Ｂ の 前 方 に 位 置 し て い る こ と に よ り 導
電 金 属 露 出 面 ６ ｃ Ａ ， ６ ｃ Ｂ が 筋 層 ３ ０ に 触 れ な い の で 、 筋 層 ３ ０ が 高 周 波 焼 灼 さ れ て 損
傷 す る 恐 れ が な く 、 筋 状 繊 維 ３ １ だ け を 焼 灼 切 断 し て 粘 膜 下 層 剥 離 術 を 安 全 に 行 う こ と が
で き る 。 ま た 、 粘 膜 下 層 剥 離 術 を 行 う に 際 し て 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 絶 縁 突 起 ６ ｘ を
筋 状 繊 維 ３ １ に 引 っ か け て 内 視 鏡 ２ ０ を 湾 曲 操 作 等 で 首 振 り 動 作 さ せ る こ と で 、 筋 状 繊 維
３ １ を 滑 る こ と な く 容 易 に た ぐ り 寄 せ る こ と が で き る 効 果 も あ る 。 ２ １ は 処 置 具 案 内 管 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ５ と 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 先 端 部 分 の 側
面 断 面 図 と 斜 視 図 で あ り 、 絶 縁 突 起 ６ ｘ が 側 方 か ら 見 た と き 前 方 に 向 か っ て 凸 の 略 円 弧 状
に 形 成 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 に 加 え て 、 図 ５ に 示 さ れ る
よ う に 、 絶 縁 突 起 ６ ｘ が 生 体 組 織 の 表 面 に 押 し 付 け ら れ た 状 態 で 移 動 す る 際 に 生 体 組 織 に
食 い 込 む こ と な く 生 体 組 織 の 表 面 に 沿 っ て ス ム ー ズ に 移 動 し 易 い メ リ ッ ト が あ る 。 ま た 、
こ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 各 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ の 電 極 刃 部 ６ ｂ Ａ ， ６ ｂ Ｂ を 横 切 る
電 極 横 断 溝 ６ ｅ Ａ ， ６ ｅ Ｂ が 複 数 形 成 さ れ て い て 、 そ の 電 極 横 断 溝 ６ ｅ Ａ ， ６ ｅ Ｂ に も 電
気 絶 縁 性 コ ー テ ィ ン グ 皮 膜 １ ０ が 他 の 部 分 と つ な が っ た 状 態 に 被 覆 さ れ 、 そ れ に よ っ て 電
気 絶 縁 性 コ ー テ ィ ン グ 皮 膜 １ ０ の 耐 剥 離 強 度 が 大 き く さ れ て い る 。 そ の 他 の 構 成 は 前 記 の
第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 先 端 部 分 の 斜 視 図 で
あ り 、 各 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ の 先 端 領 域 ６ ａ Ａ ， ６ ａ Ｂ の 幅 と 絶 縁 突 起 ６ ｘ の 幅 を 、 そ
れ よ り 後 方 の 各 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ の 幅 よ り 幅 広 に 形 成 し た も の で あ る 。 そ の 他 の 構 成
は 前 記 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 第 １ の 実 施 の
形 態 と 同 様 の 効 果 に 加 え て 、 切 開 済 み の 粘 膜 が 切 開 部 に 覆 い か ぶ さ る の を 各 先 端 領 域 ６ ａ
Ａ ， ６ ａ Ｂ の 幅 広 部 で 押 し 退 け て 、 切 開 部 を 内 視 鏡 観 察 し 易 い 状 態 で 粘 膜 下 層 剥 離 術 を 行
う こ と が で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 先 端 部 分 の 斜 視 図 で
あ り 、 絶 縁 突 起 ６ ｘ を 略 球 状 に 形 成 し た も の で あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 前 記 の 第 １ の 実 施 の
形 態 と 同 様 で あ る 。 こ の よ う に 構 成 す る と 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 に 加 え て 、 絶
縁 突 起 ６ ｘ で 粘 膜 を ス ム ー ズ に 押 し 広 げ る こ と が で き る 効 果 が あ る 。 な お 、 球 状 以 外 の 形
状 で 絶 縁 突 起 ６ ｘ 部 分 を そ れ 以 外 の 部 分 の 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ の 幅 よ り 幅 広 に 形 成 し て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ９ 、 図 １ ０ 及 び 図 １ １ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の
先 端 部 分 の 側 面 断 面 図 、 平 面 図 及 び 斜 視 図 で あ り 、 絶 縁 突 起 ６ ｘ が 形 成 さ れ て い な い 第 ２
の 高 周 波 電 極 ６ Ｂ の 導 電 金 属 露 出 面 ６ ｃ Ｂ の 先 端 部 分 を 、 先 側 ほ ど 第 １ の 高 周 波 電 極 ６ か
ら 遠 ざ か る カ ー ブ 状 の 形 状 に 形 成 す る と 共 に 、 絶 縁 突 起 ６ ｘ が 形 成 さ れ て い る 第 １ の 高 周
波 電 極 ６ Ａ の 導 電 金 属 露 出 面 ６ ｃ Ａ の 先 端 部 分 を 、 第 ２ の 高 周 波 電 極 ６ Ｂ の 導 電 金 属 露 出
面 ６ ｃ Ｂ に 沿 う カ ー ブ 状 の 形 状 に 形 成 し て 、 そ の カ ー ブ に 沿 う カ ー ブ 状 に 絶 縁 突 起 ６ ｘ を
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第 １ の 高 周 波 電 極 ６ Ａ か ら 突 出 形 成 し た も の で あ る 。 こ の よ う な 形 状 に 構 成 す る こ と に よ
り 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 効 果 に 加 え て 、 一 対 の 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ で 微 小 血 管 や 出 血 源
を 摘 み 易 く な る メ リ ッ ト が あ る 。 な お 、 各 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ の 先 端 領 域 ６ ａ Ａ ， ６ ａ
Ｂ は 第 ３ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 幅 広 に 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 ９ の Ａ － Ａ 線 に お け る 断 面 を 図 示 す る 図 １ ２ に 示
さ れ る よ う に 、 高 周 波 電 極 ６ Ａ の 導 電 金 属 露 出 面 ６ ｃ Ａ よ り 僅 か に 低 い 位 置 に 導 電 金 属 露
出 面 ６ ｃ Ａ の 両 側 に 平 面 部 ６ ｄ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ の 高 周 波 電 極 ６ Ｂ 側 も 同 様 で あ
る 。 そ の 結 果 、 図 １ ３ に 示 さ れ る よ う に 、 切 開 部 位 の 周 囲 の 組 織 を 一 対 の 高 周 波 電 極 ６ Ａ
， ６ Ｂ の 平 面 部 ６ ｄ Ａ ， ６ ｄ Ｂ で 挟 み 付 け て 固 定 し た り 、 血 管 を 圧 迫 し て 血 流 を 遮 断 す る
こ と が で き 、 導 電 金 属 露 出 面 ６ ｃ Ａ ， ６ ｃ Ｂ に お い て 安 定 し た 状 態 で 焼 灼 、 切 開 処 置 を 行
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ ４ は 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 先 端 部 分 の 斜 視 図
で あ り 、 絶 縁 突 起 ６ ｘ Ａ ， ６ ｘ Ｂ を 、 第 １ の 高 周 波 電 極 ６ Ａ と 第 ２ の 高 周 波 電 極 ６ Ｂ の 各
々 の 最 先 端 部 分 の 異 な る 半 幅 位 置 に 各 々 形 成 し た も の で あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 前 記 の 第 １
の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る 。 こ の よ う に 、 絶 縁 突 起 ６ ｘ Ａ ， ６ ｘ Ｂ を 各 高 周 波 電 極 ６ Ａ ，
６ Ｂ か ら 突 出 形 成 す る こ と に よ り 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 に 加 え て 、 図 １ ５ に 示
さ れ る よ う に 、 粘 膜 等 を 必 要 に 応 じ て 絶 縁 突 起 ６ ｘ Ａ ， ６ ｘ Ｂ で 挟 み 付 け て 把 持 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 は 各 実 施 の 形 態 の 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 電 極 刃 部 ６ ｂ Ａ
， ６ ｂ Ｂ が 直 線 状 で な く て も よ く 、 そ の 幅 が 全 体 に 一 定 で な く て も よ い 。 ま た 、 第 １ と 第
２ の 高 周 波 電 極 ６ Ａ ， ６ Ｂ の 間 を 電 気 絶 縁 し て 、 高 周 波 電 源 の 正 極 と 負 極 と に 分 け て 接 続
す る い わ ゆ る バ イ ポ ー ラ 型 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に 適 用 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 先 端 部 分 の 側 面 断 面 図
。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 先 端 部 分 の 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 使 用 状 態 の 側 面 断 面 図
。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 使 用 状 態 の 概 略 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 先 端 部 分 の 側 面 断 面 図
。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 先 端 部 分 の 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 先 端 部 分 の 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 先 端 部 分 の 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 先 端 部 分 の 側 面 断 面 図
。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 先 端 部 分 の 平 面 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 先 端 部 分 の 斜 視 図 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 図 ９ の Ａ － Ａ 線 に お
け る 断 面 図 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 使 用 状 態 の 断 面 図 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 先 端 部 分 の 斜 視 図 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 先 端 部 分 の 使 用 状 態
の 略 示 図 。
【 図 １ ６ 】 従 来 の 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 の 使 用 状 態 の 概 略 図 。
【 符 号 の 説 明 】

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-330723 A 2007.12.27



【 ０ ０ ２ ２ 】
１ … 可 撓 性 シ ー ス
２ … シ ー ス 外 皮
４ … 操 作 ワ イ ヤ ー
６ Ａ ， ６ Ｂ … 高 周 波 電 極
６ ａ Ａ ， ６ ａ Ｂ … 先 端 領 域
６ ｂ Ａ ， ６ ｂ Ｂ … 電 極 刃 部
６ ｃ Ａ ， ６ ｃ Ｂ … 導 電 金 属 露 出 面
６ ｘ ， ６ ｘ Ａ ， ６ ｘ Ｂ … 絶 縁 突 起
８ … 支 軸
１ ０ … 電 気 絶 縁 性 コ ー テ ィ ン グ 皮 膜
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 11月 8日 (2006.11.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 の 処 置 具 案 内 管 に 挿 脱 さ れ る シ ー ス の 先 端 に 、 前 方 に 向 か っ て 開 閉 す る 導 電 金 属
製 の 一 対 の 高 周 波 電 極 が 設 け ら れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、
　 前 記 一 対 の 高 周 波 電 極 の 各 々 の 対 向 面 の み に 前 記 導 電 金 属 を 露 出 さ せ て 他 の 部 分 の 表 面
を 電 気 絶 縁 す る と 共 に 、 前 記 一 対 の 高 周 波 電 極 の う ち 一 方 の 高 周 波 電 極 の 最 先 端 部 分 か ら
他 方 の 高 周 波 電 極 の 先 端 領 域 の 前 方 位 置 に 突 出 す る 絶 縁 突 起 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内
視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、 前 記 一 対 の 高 周 波 電 極 が 閉
じ た 状 態 を 前 方 か ら み た と き 、 前 記 他 方 の 高 周 波 電 極 の 導 電 金 属 露 出 面 が 前 記 絶 縁 突 起 の
背 後 に 隠 れ る 状 態 に 位 置 し て い る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、 前 記 絶 縁 突 起 が 、 側
方 か ら 見 た と き 前 記 一 方 の 高 周 波 電 極 の 長 手 方 向 に 対 し て 略 垂 直 方 向 に 突 出 す る 形 状 に 形
成 さ れ て い る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、 前 記 絶 縁 突 起 が 、 側
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方 か ら 見 た と き 前 方 に 向 か っ て 凸 の 略 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具
。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ の 何 れ か に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、 前 記 一 方 の
高 周 波 電 極 の 前 記 絶 縁 突 起 部 分 付 近 が 、 そ れ よ り 後 方 部 分 の 幅 よ り 幅 広 に 形 成 さ れ て い る
内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、 前 記 他 方 の 高 周 波 電 極 の 先
端 領 域 付 近 も 、 そ れ よ り 後 方 部 分 の 幅 よ り 幅 広 に 形 成 さ れ て い る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開
具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、 前 記 絶 縁 突 起 が 略 球 状 に 形
成 さ れ て い る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、 前 記 他 方 の 高 周 波 電
極 の 導 電 金 属 露 出 面 の 先 端 付 近 が 、 先 側 ほ ど 前 記 一 方 の 高 周 波 電 極 か ら 遠 ざ か る カ ー ブ 状
に 形 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 一 方 の 高 周 波 電 極 の 導 電 金 属 露 出 面 の 先 端 付 近 が 前 記 他 方 の 高
周 波 電 極 の 導 電 金 属 露 出 面 に 沿 う カ ー ブ 状 に 形 成 さ れ て 、 そ の カ ー ブ に 沿 う カ ー ブ 状 に 前
記 絶 縁 突 起 が 突 出 形 成 さ れ て い る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら の 何 れ か に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 に お い て 、
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８ 前 記 一 対 の
高 周 波 電 極 が 閉 状 態 の と き に 互 い に 向 か い 合 う 前 記 各 高 周 波 電 極 の 対 向 位 置 に 、 一 定 の 幅
で 対 向 方 向 に 向 か っ て 突 出 す る 凸 形 の 断 面 形 状 の 直 線 状 の 電 極 刃 部 が 前 後 方 向 に 真 っ 直 ぐ
に 形 成 さ れ て 、 前 記 高 周 波 電 極 の 電 極 刃 部 の 突 端 対 向 面 の み に 前 記 導 電 金 属 面 が 露 出 し 、
前 記 高 周 波 電 極 の そ の 他 の 面 に は 全 面 に 不 活 性 材 か ら な る 電 気 絶 縁 性 コ ー テ ィ ン グ 皮 膜 が
被 覆 さ れ て い る 内 視 鏡 用 鋏 型 高 周 波 切 開 具 。
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解决的问题：提供一种用于内窥镜的剪刀型高频切口器械，其具有高的
安全性，而不必担心在进行粘膜下剥离时肌肉层等的高频灼伤会碰到剪
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中，导电金属6cA，6cB仅在一对高频电极6A，6B的各个相对的表面上
露出，以使另一部分10的表面与一对高频电极6A，6B的表面电绝缘。 
设置有从一个高频电极6A的尖端向另一个高频电极6B的尖端区域6aB的
前端突出的绝缘突起6x，6xA，6xB。 [选型图]图1
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